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第78回ARENA定期セミナー

日時：平成２７年７月２３日（木曜日）17:30～19:00

場所：総合研究棟A205号室（筑波キャンパス中地区）

講演者：谷口 智之 氏

筑波大学 生命環境系 助教

講演要旨：エジプトは砂漠気候帯に属しているが，ナイル
川という巨大な水源を有しているため、世界屈指の農業生
産性を有している。しかし、近年では年率２%前後の急激

な人口増加にともない、国内では食糧増産が喫緊の課題と
なっている。水資源を増大することが困難なエジプトでは、
限られた水資源を如何に有効活用するかが政策上の重要な
論点である。そこで本課題を検討するため、２００９年～
２０１４年までの６年間、SATREPS研究課題『ナイル流域

における食糧・燃料の持続的生産』が実施された。本セミ
ナーでは、本プロジェクトでの経験をもとに、エジプトに
対する国際協力、特に農業技術協力を実施する上で注意と
その対策について述べる。

平成２７年度ＡＲＥＮＡ定期セミナー世話人:

上山 一 （ARENA助教 ０２９-８５３-３９９２）

Islam （ARENA助教 ０２９-８５３-３９９２）
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